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会議録第９号 

第９回（定例）北はりま消防組合議会会議録 

                              平成２５年１０月１１日 

                              開会 午前１０時２０分 

 

１ 議事日程 

 第１ 会議録署名議員の指名 

 第２ 会期の決定 

 第３ 認定第１号 平成２４年度北はりま消防組合一般会計決算の認定の件 

 第４ 第８号議案 北はりま消防組合火災予防条例の一部を改正する条例制定の件 

 

２ 会議に付した事件 

  議事日程どおり 

 

３ 出席議員（８名） 

  １番 北 詰 勝 之 君 

  ２番 衣 笠 利 則 君 

  ３番 長谷川 勝 己 君 

  ４番 山 口 雄 三 君 

  ５番 村 井 公 平 君 

  ６番 森 元 清 蔵 君 

  ７番 井 上 茂 和 君 

  ８番 辻   誠 一 君 

 

４ 欠席議員（なし） 

 

５ 説明のため出席した理事者（２１名） 

  管理者 

   加 東 市 長  安 田 正 義 君 

  副管理者 

   西 脇 市 長  來 住 壽 一 君 

   加 西 市 長  西 村 和 平 君 

   加 西 市 長  戸 田 善 規 君 

   加 東 市 副 市 長  山 田 義 人 君 

  会計管理者 
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   加東市会計管理者  山 本 貴 也 君 

  消防担当課長 

   西脇市防災対策課長補佐  岸 本 正 昭 君 

   加西市危機管理課長  石 野 隆 範 君 

   加東市防災課長  中 村 隆 文 君 

   多可町生活安全課長  竹 内 勇 雄 君 

  消防本部 

   消 防 長  岸 本 耕 一 君 

   消 防 部 長  石 古   覚 君 

   警 防 部 長  山 西   修 君 

   西 脇 消 防 署 長  芹 生 信 弘 君 

   加 西 消 防 署 長  藤 原 光 浩 君 

   加 東 消 防 署 長  西 山 修 一 君 

   多 可 消 防 署 長  坂 本 睦 男 君 

   企 画 財 政 課 長  藤 原 正 勝 君 

   救 急 課 長  上 田 昌 善 君 

   情 報 管 理 課 長  徳 岡 恒 夫 君 

   企画財政課副課長  清 瀬 明 彦 君 

 

６ 出席事務局職員（３名） 

   総 務 課 長  森 本 純 生 君 

   総 務 課 副 課 長  中 嶋 利 久 君 

   総務課人事係長  杉 本 秀 之 君 
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○議長（井上茂和君）  開会時間がおくれましたこと、申しわけございません。 

  ただいまから始めさせていただきます。開会に当たりまして一言御挨拶を申し上げます。

１０月に入り、もう秋も一段と深まり、とこう申し上げたいところでございますが、異常

気象と申しますか、朝夕は少し秋を感じさせるようですが、昼間は真夏を思わせる暑さが

続いております。もう秋が来たと言いたいところでございます。 

  さて、本日ここに第９回北はりま消防組合議会定例会を招集されましたところ、議員各

位には御健勝にて御参集いただきました。まことに御同慶に堪えません。本日招集されま

した定例会の付議事件は、決算の認定１件、条例制定１件で、いずれも重要な案件でござ

います。何とぞ議員各位におかれましては慎重に御審議の上、適切妥当な結果が得られま

すようお願い申し上げまして、開会の御挨拶にかえさせていただきます。どうもありがと

うございます。 

  開会に先立ちまして管理者、安田正義君から挨拶をいただきます。 

  安田正義君。 

○管理者（安田正義君）  おはようございます。 

  長かったこの暑い夏が終わりましたけれども、１０月に入ってもまだ３０度を超える日

が非常に多いということになってしまう状況でございますが、そういう中ではございます

が、日差しも短くなってきたという、そしてこの吹く風に秋の気配と言うんですか、秋の

深まりをこれからやっぱり感じるそんな時期であろうというふうに思います。そういう中

で、きょう第９回の北はりま消防組合議会定例会を招集させていただきましたところ、議

員各位にはおそろいで御参集賜りましたことを、心からお礼を申し上げます。また、平素

からこの組合の運営につきまして格別の御理解と御支援を賜っておりますことを重ねて厚

くお礼を申し上げる次第でございます。 

  先般９月１５日、台風１５号によります集中豪雨、これによりまして家屋の床上、床下

浸水、そういった被害が発生したところでございます。今回のこの台風におきましては京

都、滋賀、そして福井の３府県におきまして初めて大雨特別警報が発令されました。異常

気象により全国各地で予測できない災害が発生し、甚大な被害をもたらしているというこ

ういう状況がございますが、私たちは地域の皆さんの安全と安心を確保できるように、ま

た信頼と期待に応えられるように頑張ってまいりたいと、全力で取り組んでまいらなけれ

ばならないとそんな思いを改めてしておるところでございます。 

  本日、私どものほうから御提案を申し上げますのは、先ほど議長のほうからも御案内が

ございました平成２４年度北はりま消防組合一般会計決算の認定の件、そして火災予防条

例の一部を改正する条例制定の２件でございます。何とぞ慎重審議賜りまして、適切なる

御決定をいただきますようにお願いを申し上げまして、開会に当たっての御挨拶とさせて

いただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

午前１０時２０分 開会 
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開 会 宣 言 

○議長（井上茂和君）  ただいまの議員の出席数は８名であります。定足数に達しており

ますので、会議は成立いたしました。 

  ただいまから、第９回北はりま消防組合議会定例会を開会いたします。 

  これより、本日の会議を開きます。 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（井上茂和君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第５９条の規定により議長から指名いたします。４番、山

口雄三君、５番、村井公平君、この両名を指名いたします。 

日程第２ 会期の決定 

○議長（井上茂和君）  日程第２、会期の決定を議題といたします。 

  お諮りいたします。本定例会の会期は本日１日といたしたいと思いますが、これに御異

議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（井上茂和君）  異議なしと認めます。したがって、会期は本日１日と決定いたし

ました。 

日程第３ 認定第１号 平成２４年度北はりま消防組合一般会計決算の認定の件 

○議長（井上茂和君）  次に、日程第３ 認定第１号 平成２４年度北はりま消防組合一

般会計決算の認定の件を議題といたします。提案理由の説明を求めます。 

  消防部長、石古君。 

○消防部長（石古覚君）  失礼いたします。認定第１号 平成２４年度北はりま消防組合

一般会計決算の認定の件につきまして、地方自治法第２９２条において準用する同法第２

３３条第３項の規定により監査委員の意見を付して御提案申し上げます。決算附属資料と

いたしまして、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書及

び主要施策の成果に関する報告書をあわせて提出させていただいております。なお、平成

２４年度における北はりま消防組合の主な施策といたしまして、２カ年計画で整備を進め

ています消防救急無線のデジタル化と高機能指令センターの整備を行い、消防通信指令施

設の環境整備を図るほか、消防車両の更新整備や救急救命士の養成などの事業を行い、通

信指令機能の充実と防災体制の強化に努めてまいりました。 

  予算の執行に当たりましては、当初２４億２，０２１万８，０００円の決定を賜り、そ

の後、補正予算で１億３，３６９万６，０００円を減額し、平成２３年度からの繰越事業

費５億６，２８０万円を合わせ、予算現額を２８億４，９３２万２，０００円といたしま

した。 

  それでは、初めに決算書の１ページをお開き願います。 

  平成２４年度北はりま消防組合一般会計歳入歳出決算は、歳入歳出予算現額２８億４，
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９３２万２，０００円に対し、歳入決算額２６億７，８４３万８，８０１円、歳出決算額

は２６億４，４７７万１，０４４円、差し引き３，３６６万７，７５７円となり、その全

額を翌年度に繰り越すことといたしました。 

  決算の内容につきましては、事項別明細書により説明させていただきます。 

  事項別明細書８ページをお開きください。 

  歳入ですが、第１款分担金及び負担金は当初予算額１９億２，０８４万１，０００円か

ら補正第２号で人件費や事業費等で５，３８１万４，０００円を減額したことにより、予

算現額は１８億６，７０２万７，０００円となり、調定額、収入済額とも１８億６，７０

２万７，０００円となりました。予算に対する収入率は１００％となりました。第２款使

用料及び手数料は、当初予算額１７９万６，０００円に１２４万９，０００円を追加し、

予算現額は３０４万５，０００円となり、調定額、収入済額とも３８６万６，４５０円、

予算に対する収入率は１２７％となりました。これは危険物許可申請等の手数料と諸証明

手数料で、手数料条例に基づき収納いたしました。第３款国庫支出金は、当初予算額２，

１７７万８，０００円で、車両更新に係る国庫補助金が不採択となったことから補正第１

号でその全額を減額いたしました。また、平成２３年度からの繰越事業費により予算現額

は１億２，０００万円となり、調定額及び収入済額ともに１億２，０００万円でございま

した。これは消防防災通信基盤整備事業助成金で、補助基準額３億６，０００万円の３分

の１の補助率が適用され、１億２，０００万円を収納いたしました。第８款繰越金は、当

初予算額１，０００円に３，９２２万９，０００円を追加し、予算現額が３，９２３万円

となり、調定額及び収入済額ともに３，９２３万８７０円でございました。これは、前年

度の繰越金でございます。第９款諸収入は、２，６１０万２，０００円の当初予算額に１，

０６１万８，０００円を追加し、予算現額は３，６７２万円となり、調定額、収入済額と

も３，６７１万４，４８１円で、予算に対する収入率は９９．９％となりました。諸収入

の第１項組合預金利子は、予算現額１，０００円に対して調定額、収入済額とも３０円と

なり、これは指定金融機関担保金１０万円の利子分でございます。第２項受託事業収入は

８６万４，０００円の当初予算額から９万４，０００円を減額し、予算現額は７７万円と

なり、調定額、収入済額とも７９万４，５５８円となり、収入率は１０３％となりました。

これは多可町の高坂トンネル、播州トンネル内に設置されております非常時の通報装置の

管理受託収入でございます。第３項雑入は２，５２３万７，０００円の当初予算額に１，

０７１万２，０００円を追加し、予算現額３，５９４万９，０００円となり、調定額、収

入済額とも３，５９１万９，８９３円となり、予算に対する収入率は９９．９％となりま

した。収入の主なものは、第１節が当組合から県の救急救命士養成所及び兵庫県消防防災

航空隊に派遣しています職員２名の人件費相当額及び助成金でございます。また、第２節

雑入では緊急消防援助隊活動交付金、消防学校入校負担金、自動販売機設置手数料及び生

命保険料等徴収代行事務手数料が主なものでございます。 
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  １０ページをお開きください。 

  第１０款組合債は、４億４，９７０万円の当初予算額に対し、補正第１号で補助金不採

択により増額をする一方で、補正第２号では事業確定に伴う減額を行い、トータルで１億

９２０万円の減額補正と繰越事業費４億４，２８０万円を合わせました予算現額は７億８，

３３０万円で、調定額、収入済額とも６億１，１６０万円となりました。補正の内訳は、

車両６台の更新整備、消防通信施設整備に係る庁舎改修及びデジタル無線工事の事業費確

定による減額と指令センターの事業割合の変更による減額でございます。以上、歳入合計

は、予算現額２８億４，９３２万２，０００円に対しまして、収入済額２６億７，８４３

万８，８０１円で、予算に対する収入割合は９４．０％でございます。 

  次に、歳出について御説明いたします。１２ページをお開きください。 

  第１款議会費は、予算現額が３４万４，０００円に対し、議会運営に要した経費として、

２８万８５９円を支出し、不用額は６万３，１４１円で、執行率は８１．６％でございま

した。不用額の主なものとして、会議録等作成委託料で組合議会の開会時間が当初の予測

より少なかったことから、会議録反訳、製本委託で２万８，２６９円が不用額となりまし

た。第２款総務費は、当初予算額４５９万３，０００円に、財政調整基金の積立等で２，

０４２万７，０００円を追加し、予算現額は２，５０２万円に対し、２，４２１万２，９

５１円支出し、不用額が８０万７，０４９円となり、執行率は９６．８％でございました。

不用額の主なものは、交際費や事務執行残及び備品購入費の入札残によるものでございま

す。第３款消防費は、当初予算額２４億９４１万円から、事業費確定による１億５，３２

９万４，０００円の減額と繰越事業費５億６，２８０万円により、予算現額は２８億１，

８９１万６，０００円、支出済額は２６億１，９５４万６，６５６円で、不用額は１億９，

９３６万９，３４４円となり、執行率は９２．９％でございます。なお、不用額には繰越

事業予算分の不用額１億２，４１０万円が含まれております。第１目常備消防費は、当初

予算額１８億８，０４１万５，０００円に１，３９２万２，０００円を追加し、予算現額

１８億９，４３３万７，０００円に対し、支出済額１８億７，２１９万８，０７５円とな

りました。追加補正につきましては、勧奨退職者５名に係る当組合への特別負担金が生じ

たことにより増額したものでございます。常備消防費については、消防本部及び消防署の

人件費や管理運営経費を計上しており、主な支出といたしまして第２節給料から第７節賃

金までと退職手当組合負担金を合わせた人件費が１７億３，５３０万８，０００円となり、

常備消防費の９２．７％を占めております。なお、不用額が大きい職員手当等は時間外勤

務手当が見込みより少なかったことが大きな要因となっています。 

  １５ページをお開きください。 

  第１１節需用費の不用額６０９万５，９２６円は、機器、車両及び施設等に大きな破

損・故障等がなかったことによる修繕料の執行残が主な要因です。 

  １７ページをお開きください。 
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  第１８節備品購入費の不用額１３３万２，５６５円については、救急用備品及び事務用

備品等の入札残による不用額となっています。 

  １９ページをお開きください。 

  第２目消防施設費は、当初予算額５億２，８９９万５，０００円から、事業費確定によ

る１億６，７２１万６，０００円の減額と繰越明許費により前年度から繰り越しました消

防救急デジタル無線の事業費５億６，２８０万円を合わせまして、予算現額は９億２，４

５７万９，０００円となり、支出済額は７億４，７３４万８，５８１円で、不用額は１億

７，７２３万４１９円となりました。このうち１億２，４１０万円が繰越事業予算分の不

用額となっています。主な不用額として、消防通信施設整備に係るデジタル工事の繰越事

業費と入札額との差額及び指令センターの工事事業割合の変更による支払残でございます。

第４款公債費は、当初予算額１８７万１，０００円から８２万９，０００円を減額し、予

算現額は１０４万２，０００円となり、支出済額は７３万５７８円で、不用額が３１万１，

４２２円となりました。不用額については、平成２５年４月以降に入金を見込んでいた国

庫支出金及び派遣職員等の返戻金の資金不足を補うため、一時借入金の利子分を計上して

いましたが、不用となったものでございます。第５款予備費は、予算現額４００万円で予

備費の充用はございませんでした。以上、歳出合計は予算現額２８億４，９３２万２，０

００円に対しまして、支出済額２６億４，４７７万１，０４４円で、予算に対する支出割

合は９２．８％でございます。 

  次に、２０ページをごらんください。 

  実質収支に関する調書ですが、歳入総額２６億７，８４３万８，０００円に対し、歳出

総額は２６億４，４７７万１，０００円となり、歳入歳出差引額３，３６６万７，０００

円で、翌年度へ繰り越すべき財源はございませんので、実質収支額は３，３６６万７，０

００円となります。 

  次に、２１ページ、財産に関する調書ですが、物品のうち車両については、決算年度中

の増減として、借入金の返済を終え加西市から譲渡された車両が１台、民間企業から加西

消防署へ寄贈された車両が１台、それと更新した車両６台の合計８台がふえ、更新整備後、

決算年度中に３台を廃車した関係で、決算年度末現在高は５３台となっています。その他

物品では、加西市の消防緊急指令装置一式が貸与から譲渡に変更されたことにより増とな

っています。また、下段の基金でございますが、平成２４年度から財政調整基金を設置し、

本年度は２，０００万円の積立を行いまして、年度末の現在高が２，０００万円となって

おります。 

  以上が平成２４年度の北はりま消防組合一般会計歳入歳出決算の内容でございます。な

お、附属資料として、別冊で主要施策の成果に関する報告書を添付させていただいており

ます。まことに簡単な説明となりましたが、認定第１号 平成２４年度北はりま消防組合

一般会計決算の認定の件についての説明とさせていただきます。慎重に御審議いただきま
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して、何とぞ原案のとおり認定いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（井上茂和君）  提案理由の説明が終わりました。ここで監査委員から監査報告を

求めます。 

  村井公平君。 

○５番（村井公平君）  失礼いたします。ただいま議長から指名がございましたので、監

査委員を代表いたしまして、地方自治法第２３３条第２項の規定に基づき、審査に付され

ました平成２４年度北はりま消防組合一般会計歳入歳出決算に関する審査につきまして御

報告を申し上げます。 

  さる８月９日、滝野庁舎第２会議室におきまして、西村勝彦監査委員と私の両名で審査

を実施いたしました。この審査に当たりましては地方自治法、北はりま消防組合例規及び

関係諸法令の規定に基づき、１、計数に誤りはないか、２、予算の定める目的に従って事

務・事業が最も効果的、経済的、合理的に執行されているか、３、収入及び支出は適正に

処理されているか等の点に留意し、加東市会計管理者及び消防長並びに担当職員より説明

を聴取しました。その審査、意見につきましてはお手元の決算審査意見書に記載されてい

るとおりでございます。よって、平成２４年度北はりま消防組合一般会計歳入歳出決算は

地方自治法、北はりま消防組合例規及び関係諸法令に基づき作成され、予算の執行は予算

に定められた目的に従って適正に実施されており、決算書に明示されている金額は諸帳簿

とよく符合し、計算も正確で、適正に作成されているものと認めるものであります。以上、

監査報告とさせていただきます。 

○議長（井上茂和君）  監査報告が終わりました。これから質疑を行います。 

  ８番、辻君。 

○８番（辻誠一君）  それでは、何点かお尋ねをしたいと思います。まずは、前年度繰越

金なんですけども、３，９２３万８７０円が繰越金で計上されてますけれども、このお金

は現金で、消防本部の金庫にでも置いてあるお金なのか、どうなのか。３，９２３万８７

０円ものお金があって、組合預金利子が３０円しか計上されてませんので、何で利子がな

いんかなというのが一つの疑問です。もう一つは、この２４年度のときに財政調整基金と

して２，０００万円つくっているわけですけれど、この分も次年度繰越差引残高があって、

それを次年度にそのまま繰り越すんですけど、財調をせっかくつくったんだったら半分は

基金に積むということが何でできないのか、その辺ちょっと教えていただけますか。 

○議長（井上茂和君）  暫時休憩します。 

午前１０時４６分 休憩 

────────────── 

午前１０時４７分 開議 

○議長（井上茂和君）  休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

  企画財政課長。 
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○藤原財政企画課長  先ほどの件ですけども、基金につきましては定期預金のほうに積み

立てております。それと利子なんですけども、利子につきましては普通預金の利子から決

済用の預金に切りかえたもので、これにつきましては利息はつきません。したがいまして、

万が一金融機関が破綻しても、預金保証制度により全額保証されるということで、一応切

りかえてございます。したがって、利子が３０円しかついていません。 

○議長（井上茂和君）  消防部長。 

○消防部長（石古覚君）  それでは後段のほうの御質問にお答えいたします。まず、繰越

金が３，９００万幾らの分にあるものに対して２，０００万円の基金という形の分なんで

すが、まず２４年度につきましては持ち寄り予算という状態の中での執行を行っておりま

す。ですから、基金に積めるのは本部予算で、全体で取っている分についての残額につい

ては積立ができますが、それ以外につきましては各市町にお返しするという形のものがご

ざいました。そういう形で残りの２，０００万円とあと残りの金額について繰り越したと

いう形になっております。以上でございます。 

○議長（井上茂和君）  ８番、辻君。 

○８番（辻誠一君）  まず繰越金の関係ですけれども、３，９００万のお金、そういう金

融機関が破綻したときにもちゃんと保護されるようにということで、当座預金というか、

そういうものにすることによって利子がつかないというのは、まあそうなのかなと思わな

くはないけれども、これだけあったら１万円か２万円ぐらいは利息はつきますよ。あって

もいいのかなと思うのと、それと先ほどの説明の中で一借りの分の利息を計上しておった

けれども、足りへんのかなということがあったんですけど、例えばこのお金を原資にして

一借りが必要なときはやりくりするのに、例えばわかあゆ園の組合のほうやったら、それ

が利子や利息やと言うて計上してあったように思うんです。金融機関を通じてへんけど、

自分ところが持っておる繰越金やとかそういうのんで資金が入ってくるタイミングと出て

いくタイミングが違いますやんか。この自分のところのお金やけど一借りしたら、やっぱ

りこれに利息つけて、こう返してとかと言うて、ということがあったんで、そのほうが会

計が明確にならへんかな、というのが一つ。 

  それから２点目ですけれども、３，３６６万７，７５７円は次年度に繰り越しをするん

でしょ。繰り越しして予算を組んどって、これが確定するわけやから、この後例えば補正

予算が出て、このきょう出て、２５年度の予算で３，３６６万円ほどを市町の負担に割り

戻して、市町の負担金を減額しますよとかというのが出てくるんなら納得するんですけど。

いや、いや、これはきょうこれで決算が確定したら３，３６０何万円かが次年度に繰り越

されますと言うて、２５年度に繰り越しで出てくるわけでしょ。せっかく財政調整基金と

いうのをこさえるんだったら、そこにぼんと積んでおくとか、少なくともそういう会計処

理しへんだらあかんのじゃないかな。そんなに３，０００万、４，０００万も決算が確定

するまで出てこうへんお金でもプールしてあるわけでしょ、そうなると。もう一つ不明確
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にならへんのかいなと思うんです。だから、その辺の理由が、きょう補正予算が出ておる

やろ、これで決算が確定したら。わかっていただけますか。そのそれぞれの自治体が持ち

寄り予算をしてますよね。決算をくくってみたら、必要以上に集めてたというか、徴収し

ていたというか、だからその分をお返ししますと言うんだったら、お返ししたらいいと思

います。思うけど、そのお返ししますんだったら、この決算が確定すると同時に補正予算

を組むんで、しないといけなくないですか。でも、それはないということになると、この

北はりま消防組合がこのお金をしばらく持っているわけでしょ。持っとんねんけど、基金

が一つもあらへん組合やったら、そのまま現金ずっとプールして繰り越し、繰り越しです

るのかなと思わくもないけど。この２４年度には基金を造成しとるわけやから、そこに積

んでおいたら、ええんやないのと思うんですけど、その辺はどうなんですか。 

○議長（井上茂和君）  暫時休憩します。 

午前１０時５４分 休憩 

────────────── 

午前１０時５５分 開議 

○議長（井上茂和君）  休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

  消防部長。 

○消防部長（石古覚君）  ただいまの御質問にお答えします。次年度繰越金３，３６６万

というこのような金額が翌年度に繰り越しているということにつきましては、この翌年度

に繰り越した金額からまた基金へ積み込むという形の態勢を今とっております。ですから、

当初からこの予算から昨年条例改正をしていただいた案件もあるんですけども、この持ち

寄り予算の間のことに関しましてはとりあえず翌年度に繰り越し、その繰り越した中から

基金に積み込んでいくという方式をとっております。ですから、これが持ち寄りがなくな

り、全て２・８の分担金でいった場合には以後次年度に繰り越さずに、その年度の中で基

金に積めるということになりますが、この状態ではこの中から積み込んだという方式をと

っておる関係上、多く残っているということになってございます。 

○議長（井上茂和君）  理解できましたか。 

  ４番、山口君。 

○４番（山口雄三君）  先ほどの説明やったら、この３，３００何がしは各市町から集め

ているから、残ったお金をお返ししますという話やった。そやけど今の話やったら、その

うちの２，０００万円は基金に積むということですね。ちょっと話が違うんじゃないか。

この３，３００万、口座に置いておいて安全やと言うのもあるけど、今辻議員が言われる

ように、そうやったら何ぼかでも借りている金利を払いよるもんぐらいはその分相殺がで

きるような金利のあれぐらいは考えなくてもええんかなと思うし、そら今の時代だけにち

ゃんと行政がそれなりの安全策をとりながら預金もされると思うんで、その辺はやっぱり

考えていただきたいなと思うけど、先ほどの説明だったら３，３００万は返すということ
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なら返さないかんさかい、財調には積まれへんやろうし、一応繰り越ししておいて２，０

００万は積むということだったら話合わへん、という疑問を感じて。この辺ちょっとはっ

きりわからへんさかい、もうちょっとわかりやすく説明してください。 

○議長（井上茂和君）  企画財政課長。 

○藤原企画財政課長  そのことにつきまして、今回の繰り越しですけども、今度２月の定

例会での補正予算におきまして各市町の消防本部の持ち寄り予算につきましてはそれぞれ

お返しいたしまして、それと消防本部の２・８の剰余金につきましては半額を積み立てい

たしまして、またあとの２分の１につきましては２・８のルールで持ち寄り予算の市町さ

んのほうに精算するということになっております。 

○議長（井上茂和君）  ほかに質疑ございませんか。質疑を終わります。 

  これより討論を行います。 

  討論はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（井上茂和君）  これで討論を終わります。 

  これから、認定第１号 平成２４年度北はりま消防組合一般会計決算の認定の件を採決

いたします。 

  本件について、承認することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

○議長（井上茂和君）  起立全員。 

  よって、本件は承認することに決定いたしました。 

  これで、認定第１号 平成２４年度北はりま消防組合一般会計決算の認定の件を終わり

ます。 

  日程第４ 第８号議案 北はりま消防組合火災予防条例の一部を改正する条例制定 

             の件 

○議長（井上茂和君）  次に、日程第４、第８号議案 北はりま消防組合火災予防条例の

一部を改正する条例制定の件を議題といたします。提案理由の説明を求めます。 

  消防部長、石古覚君。 

○消防部長（石古覚君）  失礼いたします。第８号議案 北はりま消防組合火災予防条例

の一部を改正する条例制定の件につきまして、提案理由とその内容について御説明申し上

げます。 

  改正理由でございますが、消防法施行令の一部を改正する政令の公布により検定対象機

械器具等の範囲が改正されたため、同政令の規定を引用する北はりま消防組合火災予防条

例の所要の改正を行うものでございます。 

  次に、条例の改正内容について御説明申し上げます。今回の改正政令は、第３７条で規

定する検定対象機械器具のうち第４号から第６号までに規定する消防用ホース等の規定が
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削除されたことにより、火災報知設備等の規定が第４号から第６号までに繰り上げられた

もので、これに伴う条例改正の詳細については、新旧対照表に沿って御説明申し上げます。

第２９条の４第４項中「第３７条第７号から第７号の３まで」を「第３７条第４号から第

６号まで」に改めるものでございます。なお、この条例の施行期日は平成２６年４月１日

からとしております。 

  以上、簡単でございますが、第８号議案 北はりま消防組合火災予防条例の一部を改正

する条例制定の件についての提案理由とその内容の説明とさせていただきます。よろしく

御審議の上、議決を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（井上茂和君）  提案理由の説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（井上茂和君）  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（井上茂和君）  これで討論を終わります。 

  これから、第８号議案 北はりま消防組合火災予防条例の一部を改正する条例制定の件

を採決いたします。 

  本案について、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（井上茂和君）  起立全員であります。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

  以上で、今期定例会に付議された案件は全て議了いたしました。 

  これをもって、第９回北はりま消防組合議会定例会を閉会といたします。 

午前１１時０４分 閉会 

挨  拶 

○議長（井上茂和君）  閉会に当たりまして、一言お礼を申し上げます。 

  今期定例会に付議された案件について、議員各位の慎重な御審議によりまして、滞りな

く議了できましたことを厚くお礼申し上げます。管理者以下、執行者におかれましては消

防組織、施設の充実につながるよう一層の御精進と御尽力を賜りますことを願うものでご

ざいます。議員各位におかれましても、体調管理には十分御留意されまして、ますます御

健勝にて議会活動に御精進あらんことを期待いたしまして、閉会の御挨拶とかえさせてい

ただきます。どうもありがとうございました。 

  管理者、挨拶をお願いいたします。 

  管理者、安田君。 

○管理者（安田正義君）  それでは、第９回の北はりま消防組合議会定例会の閉会に当た
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りまして、一言お礼の言葉を申し上げたいと思います。 

  ただいまは私ども提案を申し上げました２つの案件につきましてそれぞれ認定、また原

案のとおり御決定をいただきました。心からお礼を申し上げます。 

  開会の御挨拶でも申し上げましたが、住民の皆様方の安全で安心して暮らせるまちづく

りに向けて、より一層事務事業の展開に取り組んでまいりたいと、このように思っている

ところでございます。何とぞ議員各位のさらなる御支援を賜りますように、よろしくお願

い申し上げます。 

  これから、いよいよ秋も深まってまいりますと同時に、冷え込むといったことも出てこ

ようかと思います。議員各位の御自愛あってのさらなる御健勝、御活躍を心からお祈り申

し上げまして、今期定例会の閉会に当たっての御挨拶とさせていただきます。どうもあり

がとうございました。 

○議長（井上茂和君）  管理者の挨拶が終わりました。 

  これをもちまして散会いたします。 

  本日は御苦労さまでした。ありがとうございました。 
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